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第2章 2 風【作】

【
作
】第
２
章

2 風
【告示】（風）

第 六条　風については、性能規定及び性能照査で考慮する一の作用又は二以上の作用の組合せの状態に
応じて、次の各号に定める方法により設定するものとする。
一 　波浪及び高潮の推算に用いる洋上における風については、気象の長期間の実測値又は推算値をも
とに、気象の状況及び将来の見通しを勘案して、風速、風向等を適切に設定するものとする。
二 　風圧力の算定に用いる風については、風の長期間の実測値又は推算値をもとに、統計的解析等によ
り再現期間に対応した風速及び風向を適切に設定するものとする。

三 　風のエネルギーの算定に用いる風については、風の長期間の実測値又は推算値をもとに、一定期間
における風速及び風向の相関頻度分布を適切に設定するものとする。

〔解釈〕

７ .自然状況等の設定
（1）風に関する事項（基準省令第6条、基準告示第6条関係の解釈）
一の作用又は二以上の作用の組み合わせの状態とは、設計状態のことであり、風については、性能規定

及び性能照査で考慮する設計状態に応じて、以下の規定により適切に設定する。
　①波浪及び高潮推算に用いる風

 　波浪及び高潮推算に用いる風は、30年以上の実測値又は推算値をもとに、気象の状況及び将来の見
通しを勘案して設定することを標準とする。

　②風圧力の算定に用いる風
　風圧力の算定に用いる風は、30年以上の実測値又は推算値を標準とする。

　③風のエネルギーの算定に用いる風
 　風のエネルギーの算定に用いる風は、3年程度以上の実測値又は推定値を標準とする。一定期間とは
1年を標準とする。

2 . 1 一般

（1）風は、気象現象の最も特徴的なものの一つであり、気圧差や熱によって大気が動く現象である。洋上に
おける風の出現状況は、一般的に陸上とは大きく異なる。洋上の風速は沿岸域の陸上と比較してかなり大き
い1）。このため、技術基準対象施設の性能照査に当たっては、風による影響を適切に評価すべきである。同時に、
風を二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギーを創出するエネルギー資源と考え、風力エネルギーの有効
活用といった観点からの検討を行うことも重要である 2）。

（2）傾度風
① 傾度風の風速は、気圧傾度、等圧線の曲率半径、緯度、空気の密度の関数として、式（2 . 1 . 1）で表すことが
できる。

（2 . 1 . 1）
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  （2 . 1 . 1）

ここに、
Vg ：傾度風速（m/s）　高気圧性の場合、式（2 . 1 . 1）は負となるため絶対値をとる。
∂p/∂ r ：気圧傾度（kg/m2 /s2）　低気圧性では正、高気圧性では負とする。
r ：等圧線の曲率半径（m）
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